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ディアスポラの記憶としての「移民」と現代沖縄社会

金城宏幸

550頭という数は、県民人口からすれば極めて僅かな数だったろうが、その後ねず

み算式に増えていき、わずか３年後には１０万頭にまで増え、沖縄復興の基盤とな

ったこことは疑いがない。ほとんどの人がその恩恵にあずかっているはずだ。豚は

人を育て、その排泄物は畑を潤す。もしそのときハワイから豚が送られていなかっ

たら、あるいは送られたのがもう少し遅かったら、この世に生を受けなかった命が

どれだけあっただろうと思われる。入ごとではすまされない。だれしも身に覚えの

あること。食された豚のＤＮＡの記憶は、おじいからおとうへ、そしてあなたの細

胞へと引き継がれているかもしれないのだから。

－『ミュージカル「海から豚がやってきた１１」参考資料』より－

１．はじめに

「ディアスポラ」ということばは、かつてはユダヤ人の離散（多くの場合、追放と迫害によ

り余儀なくされて）をさす概念として使用されていたが、昨今では広く人々の越境や移動、そ

の結果としての異文化社会でのコミュニティの形成を含意し、現代社会のグローバリゼーショ

ンを議論するうえで重要なキーワードのひとつになっている。こうしたデイアスポラ研究の進

展と沖縄研究の深化のなかで、沖縄の人々（海外や日本本土に散在して居住するウチナーンチ

ュを含めて）の社会文化的諸相を「ディアスポラ」という側面から捉えて研究する試みが少な

からず見られるようになった。生まれた土地から遠く離れて生活し、「ルーツ」としての起源の

場所から切り離された状況'）にありながらも、その起源との文化的・精神的帰属意識を強くも

っていること、あるいは歴史的・世代的「ルート」を経てなお連帯意織を共有している状態を

ディアスポラと捉えるのであれば、ウチナーンチュもデイアスポラの民といえるだろう。

ところで、現在、沖縄の人々はディアスボラの経験をどのように捉えているのだろうか。県

外や海外に集団で移住し、コミュニティを形成し始めた時代から－世紀が経ち、いわゆる「移

民」の時代がすでに過去のものとなった今、それは近代史の記憶としていかに継承されている

のだろうか。特に、世界を取り巻く様々な社会環境の変化などにより、ディアスポラの波が続

く主体というよりは、むしろ移住者のホスト社会へと変貌した２)現代の沖縄社会では、どのよ

うな形でそれが共有され、異文化理解への経験として活かされ続けているのだろうか。本稿で

は、今日のようにグローバル化と多文化的状況が進展するなかで、自身のアイデンティティの

模索に深く作用すると同時に、他のエスニック・マイノリテイーへのまなざしのあり方にも関

わってくると思われる、沖縄の人々の移民をめぐる「ディアスポラの記憶」について考察する。

２．集団のライフコースとしての沖縄デイアスポラ

(1)沖縄社会と移民

２０世紀の沖縄は、まさに海外移民によって開けた時代といっていいだろう。営山久三の勧誘
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斡旋により、１８９９年３０人がハワイに向けて那覇を出港、翌１９００年に移民２６人が上陸してオ

アフ島エワ耕地に入る。移民県沖縄の幕開けであり、いわば沖縄人ディアスポラ現象の始まり

である。

この２０世紀の沖縄の移民というものは、いわば「社会現象」とも言うべき様相を呈してい

たものと筆者は考えるが、全国的な数値比較をしてみると理解しやすい。沖縄県は、広島県や

熊本県などと並んで海外への出移民数の多いことで知られるが、注目すべきはその県総人口に

対する比率である。たとえば石川の調査３）によると、１９４０年時点の出移民在留者率を都道府

県別にみると、首位が沖縄県の9.97％で圧倒的に高い比率を示し、２位の熊本県（4.78％）や

３位の広島県（3.88％）とも大きな違いがある。この数値は、当時の沖縄県民の概ね１０人に１

人が海外に在留していたことを示している。このような沖縄県の移民状況について石川は次の

ように解説を加える４)。

全国的地位からみて日本一の移民県と称しても過言ではないであろう。沖縄県に

おいては県民の－人びとりがなんらかの意味において移民との関連があると言わ

れる。すなわち、沖縄県にあっては親兄弟・親戚・知人のだれかが移民として海

外に出ている場合が多く、県民は小さい時から知らず知らずのうちに、ハワイや

アメリカ本土・ブラジル・ペルー・アルゼンチン・ボリビア・フィリピン・南洋

群島などの話を聞かされている例が多い。このようなことは、他府県ではほとん

どみられない現象であり、そのことは数量的にみて沖縄県において、出移民がい

かに多かったかを表しているものと言えよう。

たしかに、筆者の個人的な経験を振り返ってみても、そのような社会状況が思い出される。

小学生も低学年の頃のことだが､親しくしていた級友が急に家族で南米に移住することになり、

お別れ会などをしながら寂しい思いをした覚えがある。しかも時期を近くして、１人はボリビ

アに、もう１人はブラジルへと、遊び友達を２人も見送ったが、その後一度も会うことはなか

った。それらの国々の様子を大人たちが話していたこともおぼろげながら記憶に残っている。

逆に海外から帰国してくる転校生（いわゆる帰国子女）もいて、想像するに、さらに移民の多

かった市町村ではおそらく日常的な光景だったのだろう５)。

このようにして沖縄県から多くの移民が送り出された結果、表１にみられるように海外にお

ける日系コミュニティにおいても全日系人数に占める沖縄県系人の割合が多く、特に南米のア

ルゼンチン（70％)、ペルー（65％)、ボリビア（60％）などのスペイン語圏の国において顕著

である６)。当時は、長年現地で過ごした後に帰郷する出稼ぎ移民も少なくなく、第二次世界大

戦後の沖縄の様子を紹介した米国人による著書などには､｢多くの沖縄人がスペイン語やポルト

ガル語を流暢に話すのを知って驚かされる。過去において南米諸国に多くの移民があり…」７）

など記されている。

よく知られているように、このような出移民の最大の要因は、何といっても「モーキティク

ーヨー」（儲けてこいよお）の言葉に象徴されるように、経済的な理由によるものであろう。産

業構造が脆弱であった沖縄県にとって移民とは過剰人口の解決策であり、移民の父と称される

－８６－



表１海外日系人数と沖縄県系人数

国際協力事業団沖縄国際センター『沖縄県と海外移住』（1994年）より

濫山久三や大城孝蔵などの移民啓蒙家の存在がそれを推進したのである。その他の要因とし

ては、王国時代の地割制の崩壊による土地の私有化に伴って渡航費を捻出することが可能にな

ったことや、あるいは徴兵忌避なども移民へと向かわせた要因であったと考えられている。琉

球王国時代の伝統を受け継ぐ海外雄飛の遅しし､精神があったとする見方もある。進取の気鋭旺

盛な「ハングリー精神｣、さらに言えばロマンに満ちた海洋民族の「国際性」という視座でウチ

ナーンチュが語られるときの言説である。

当然のことながら、こうした出稼ぎを主な目的として故郷を離れた沖縄の人々は、海外だけ

でなく日本国内、とりわけ関西地区に多く定住したことも周知のことであるが、ここでは敢え

てトランスナショナルな移民体験に焦点を絞って論考を進める。

さて、これほどまでに沖縄の生活史の重要な出来事となった出移民も、２０世紀も後半になる

と様相は一変する。それまでの「社会現象」は、海外の各地にウチナーンチュ・コミュニティ

を出現させる一方で、その熱は波が引くように冷めていったのである。第二次世界大戦前には

年間4,000名以上もの移民が海外に雄飛することもあったが、戦後に再開して勢いを回復する

も６０年代になると急激に減り始め、本土復帰の１９７２年を境に年間１００名を割るようになり、

８０年代後半には数名となって1992年には送り出し業務を取り扱う国際協力事業団沖縄支部も

廃止される。かくして沖縄からの出移民が過去の歴史となるのだが、「移民県」であるという意

識や、集団として歩んだデイアスポラの軌跡が、海外のコミュニティという現実として残るの

である。

３．ディアスポラの記憶

(1)現代沖縄県民の意職にある「移民」

２１世紀まであと８日と迫った２０００年の暮れ、琉球新報社は「読者と新報社が選んだ２０世

－８７－

国名 日系人総数 沖縄県系人数 沖縄県系人比率

ブラジル 1,168,000 1１６，８００ 10％

アメリカ合衆国 879,329 73,000

(ハワイ49,000）

8％

ペルー 58,304 58,304 65％

アルゼンチン 43,662 30,600 70％

ボリビア 14,462 8,700 60％

カナダ 65,383 1.300 2％

メキシコ 1２，４３０ 600 5％

その他 118,597 6,600 “

計 2,360,167 272,800 11％



紀沖縄２０大ニュース」の選考結果を一面のトップ記事で掲載した。同年の１０月中旬から「読

者が選ぶ２０世紀の沖縄２０大ニュース」を公募し、県内外から１，２６３通の応募を得て、公募

結果と識者評論をふまえて琉球新報社が避考した結果が下表である。１位の沖縄戦や２位の日

本復帰などを始め、いかにも沖縄らしい出来事が並んでいるが、７位に「海外移民が本格化」

したことがあげられている。筆者も、前述したように、２０世紀の沖縄にとって「移民」は一つ

の社会現象であったと捉えており、ある年の衝撃的な一事件というよりも、徴兵忌避者急増（１８

位）やソテツ地獄（８位)、さらには沖縄戦（１位）後の社会状況などにも世紀を通して連綿と

関わっているという意味では、やはり「移民の世紀」と呼ぶにふさわしいものであったと考え

ている。

では、出移民が身近の出来事ではなくなり、世代交代とともに在外ウチナーンチュに近親者

がいるという意識も薄れていくなかで、このような意識調査に現れてくるような現代沖縄県民

の移民の記憶は、いかにして共有され継承されていくのだろうか。様々な要因が考えられるな

かで、特に影響力を発揮したと思われる主な「記憶の維持装置」について考察してみよう。

（２）移民体験と記憶の維持装置

前述したように、１９９２年には国際協力事業団の沖縄支部が廃止され、公的な機関による沖縄

からの移民送り出し業務が事実上終了する（沖縄国際センターが移住業務を引き継ぐ）ことに

なるが、それに呼応するように、「移民県」と「ウチナーンチュ・コミュニティ」のあいだには

新たな状況が展開し始める。特筆すべきものを挙げるとすれば、８０年代にスタートする沖縄の

メディアによる「世界のウチナーンチュ」を意欲的に取り上げる試みと、１９９０年に開催された

「第一回世界のウチナーンチュ大会｣、それに1990年の入管法の改正に伴った海外のウチナー

ンチュによる逆移民あるいはデイアスポラの還流ともいうべき日本への「出稼ぎブーム」であ

ると筆者は考える。それらは、集団のライフコースとしての移民の歴史を広く県民の間に思い

起こさせ、「記憶の維持装置」として、十分な機能を発揮するのである。では、それらの状況を

個別に概観してみよう。

ａメディアによる「世界のウチナーンチュ」に関する取り組み

琉球新報社は、1984年１月１日、かねてから社内で計画されていた「世界のウチナーンチュ」

の連載企画をスタートさせる。本土復帰１０周年迎えた際の「世替り裏面史」に続く企画とし

て社を挙げてのものであったが、その趣旨は、県民の持っているバイタリティーをもう一度呼

び起こすというものであった。このねらいは的中し、多くの読者を引きつけながら、翌年１９８５

年１２月２８日まで４８４回、毎回カラーで、二年間にわたる長期連載となった。この新聞紙上の

連載記事が後に三巻に分冊された本の出版に至ったとき、その反響の大きさについて、編集局

長はそのまえがきで次のように述べている８)。

企画のねらいは、ある程度満たされた。ことにl戦後世代の若者の海外での活躍には、

多くの人が目を見張った。学校では教材として「世界のウチナーンチュ」が使われ

たし、老人クラブや婦人会など各種の会合で、「世界のウチナーンチュ」が話題に

－８８－



表２：読者と琉球新報社が選んだ２０世紀沖縄２０大ニュース
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社
政
政
文
政
社
社
社
社
社
社
社
社
教
社
政
文
社
文
文

ニュース名

沖縄戦（10.10空襲、対馬丸遭難などを含む）

日本復帰

沖縄サミット開催

首里城正殿復元

サンフランシスコ講和条約

土地強制収用：「島ぐるみ閥争」始まる

海外移民が本格化

ソテツ地獄はじまる

宮森小学校に米軍ジェット機墜落

沖繩国際海洋博覧会

コザ反米騒動

少女乱暴事件を契機に反基地運動が本格化

具志堅用高が沖細初のボクシング世界チャンピオ

沖縄尚学がセンバツ初優勝(沖縄水産の迎続準優勝

「平和の礎」建股

人頭税廃止

沖縄方箇問題麓争おこる

徴兵忌避者急増

安室奈美恵が２年連続「日本レコード大賞」受賞

「人類館」事件

（琉球新報2000年１２月２４日朝刊）より

なり、テーマとして取り上げられた。それは記事や写真もさることながら、そこに

登場するウチナーンチュの風俗習慣、生活の全く異なる外国での生き方に、読者が

共感を覚えたからではなかろうか。共感は、読者に自信と誇りを抱かせたと思う。

われわれが意図した以上に、大きな反響があった。

琉球新報社は、この連載企画と並行して前年の１９８３年から週一回「海外ウチナー事情」の

見出しで世界各地のウチナーンチュに関する情報に紙面を割いており、これは定番として現在

でも続いている。

新聞社の取り組みが予想以上の反響を得る一方で、沖縄テレビ（ＯＴＶ）も同様の番組を制作

し、テレビで放映し始める。１９８７年には自社製作番組『沖縄発われら地球人』をスタートさせ、

1996年まで１３５回にわたり世界で活躍するウチナーンチュたちの様子を映像で伝え続けた。

1997年からは番組名を『世界ウチナーンチュ紀行』に変えて２００１年まで６２回の放映を終え

ている。この沖縄テレビの番組も人気を博して多くの視聴者を魅了し、２００１年には日本民間放

送連盟賞のテレビ放送活動部門でグランプリを極得し、表彰されている。

－８９－



ｂ・「第一回世界のウチナーンチュ大会」の開催

このようなメディアの活動は、当然のことながら県内在住の人々のみならず世界に散在する

ウチナーンチュにも反響が及び、国境を越えてウチナーンチュたちが連帯感を再認識し、共鳴

し合うようになる。こうした「世界のウチナーンチュ」意識が盛り上がりをみせるなか、復帰

後２０周年という節目を数年後に控えて、沖縄県のあらたな振興策を模索し続ける県政の施策

の延長線上に、移民一世の故郷への想いと二世・三世などのルーツ探しを熱望する声、そして

沖縄県民の誇りとロマンを将来に見出したいという願いが交差する形で、ついに１９９０年、記

念すべき「第一回世界のウチナーンチユ大会」がその開催をみる。その後、第二回（1995年)、

第三回(2001年）と開催を果たし、ウチナーンチュのトランスナショナルな連帯を強化しつつ、

表３に見られるようにその参加者も噸え続けている。特に「三度目」の大会は、２１世紀に県政

がリードする最大の、沖縄的にして国際的なイベントとして、また移民から百周年（ハワイ）

という大きな節目を迎えた海外のウチナーンチュ・コミュニティにとっても、実に様々な意味

が込められた、いわば将来を占う開催であったと筆者はみている。

これらの大会には、いわゆるウチナーンチュではなく、海外日系人団体の役員などが見聞を

兼ねて参加することがあるが、第三回大会に参加した日墨協会（在メキシー）の会長と専務理

事は、ウチナーンチュの連帯意識とルーツに向かうパワーに圧倒され、その驚きと感動を筆者

に語った９)。沖縄以外の日本の他の地域では体験したことがないし、あり得ない、出来ないと、

繰り返し強調していた様子が印象的であった。

ｃ・海外のウチナーンチュによる「デカセギ」とデイアスポラの還流

こうしたメディアの活動や行政ぐるみの大イベントが表舞台を演出する一方で、もう一つ、

沖縄の人々に（日本人全体に）移民の歴史を再認識させる社会現象が出現する。海外のウチナ

ーンチュ（日系人）による日本への「出稼ぎブーム」である。1990年に日本政府が「主入国管

理及び難民認定法｣、俗にいう「入管法」の改正'0）を行うと、ブラジル人を中心として就労目

的の日系人の来日が急激に増加する。法律の改正が起点になったことはいうまでもないが、日

本国内が未曾有のバブル景気で極度の人手不足に困窮しているときに、南米諸国は慢性的な政

情不安と経済不況に陥っていたということが背景になっている。この「逆移民」あるいは「デ

ィアスポラの還流」ともいえるような現象は、移民のサクセス・ストーリーでも、また華やか

な国際的イベントでもないが、「豊かになった」自分たちの祖先のかつての姿に重ね合わせて理

解する日本人はどれほどいるのだろうか。とりわけ出移民率が全国でも突出した高さであった

沖縄県民にとっては、他人事ではないはずである。

表４．５とそのグラフは、日本における外国人登録者数の年次推移を示しているが、全国と

沖縄を比較してみると、エスニック・グループの分布に沖縄の地域特性がはっきりと表出して

いる’1)。同時に、本稿のテーマである沖縄の人々による出移民の帰結としての特徴も読み取れ

る。確かに、入管法の改正後は全国的に南米諸国、特にブラジル人の増加が顕著であり、ブラ

ジルに大きな日系コミュニティのあることが容易に想像できる。それに対して、沖縄県におい

ては全外国人登録者数に占めるブラジル人の割合が以外に少なく、逆にペルー・アルゼンチン・

ボリビアのスペイン語圏３国を合わせた比率が全国に比べて高いことが目立つ。これらの違い
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表３世界のウチナーンチユ大会参加者内訳
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図１表４をグラフにしたもの
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に関する筆者の所見は次のようなものである。第一に、ブラジルには南米最大の日系コミュニ

ティがあって沖縄県系人も人数としては多いが､割合で見ると全日系人の－割程度であること。

第二に、日系人の来日目的が「出稼ぎ」により明確化されており、産業構造が比較的脆弱で、

大規模な製造工場などが存在しない沖縄県はその目的には適さないこと’2)。第三に、スペイン

語圏３国の人々が比較的沖縄に多いのは、前出の表１に見られるように、それぞれの国の日系

人数に占める沖縄系の割合が圧倒的に高く、親族ネットワークをたよって両親・祖父母の故

郷を選択して来日していること。第四に、それらの人々が、確かに入管法の改正直後に沖縄県

で急増したものの、すぐに減少傾向に転じたのは、就労機会により恵まれた県外に転出した'3）

ことに加え、かなりの人々が日本国籍を取得したことが要因であろう’4)。このように、沖縄県

における移住者の形成するエスニック・グループは、沖縄の人々自らの移民の軌跡を映し出し

たものでもある。

４．失われゆく記憶と再生される史実

（１）記憶：希薄化の進行と継承の試み

このように概観してみると､移民の記憶は十分に維持され､継承されているようにも見える。

しかしながら、「移民」がほぼ途絶えてから３０年が経ち、海外のコミュニティに身近な親族（親

子や兄弟など）がいるというような状況が顕著でなくなった現在の沖縄社会では、上記のよう

な記憶の維持装置も単にウチナーンチュの「国際性」や「開放性」を追認するのもとして機能

するにとどまり、「豊かになった」県民には、たとえば、移住してくる日系人（ウチナーンチュ）

に対する理解も十分とはいえないことも考えられる。それは「移民の史実」が本来伝えるべき

意味が集団の心に届かず、ややもすると「劇場化」したひとつのシーンとしてしか捉えられて

ない可能性もある。過去の史実のなかからポジティブな出来事と解釈を抽出するのが単に間違

っているとはいえない。しかしながら、史実の単純化は我々の自己像を曇らせる危険性をはら

んでいるのであり、いったいそれが「何」であったかという核心の部分を風化させることなく、

全体像を見据える視座の模索を怠ってはならない。この「デイアスポラの記憶」については、

沖縄ブームに煽られ、県内志向がいよいよ顕著になった若者にとっては実感しにくくなってお

り、沖縄県民と海外ウチナーンチュ・コミュニティの歴史認識の意欲には明らかな温度差があ

るように観察されるが、それは不可避なものと理解すべきなのだろうか。

一方で、他の日系人のグループが羨むほどに海外のウチナーンチュたちと「ルーツ」や「ホ

ームランド」（この場合沖縄県）との連帯感が強く、相対的に見ていまだその相互交流の意欲が

衰えないように見えるのは、実は、出移民率が高かったことだけが要因ではない。それは、よ

く言われるように、沖縄の人々の心に「ユイマール（相互扶助）精神」が宿っており、少なく

とも移民の時代は、苦難に直面するほどにその想いを強く持ち続け、また実践してきたという

「自信」と「誇り」が確認できたことによるものだろう。出移民の最大の要因が生活の困窮の

解決にあったことは前述したが、沖縄の人々、特に移民によるデイアスポラ状況にあった人々

は、それに対して十分に健闘したといえるだろう。異国にあって、ホスト社会のみならず他の

日本人からも差別の対象になるという二重のハンディを背負わされながらも、人々は身を削る
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ようにして故郷に送金し続け、しかもその－人当たりの額は、他の日本人移民の間でも群を抜

いていたという。実際、海外からの送金は当時の沖縄県にとって極めて重要な経済的な支えと

なり、例えば１９２３年の海外からの送金額は約８６万円で、県歳入総額の44.6％に及び、１９２９

年の約１９８万円は６６４％に相当するほどであった’6)。海外の沖縄県人社会はまさに沖；lu県の

経済的な生命線だったのである。

このような故郷を想うウチナーンチュの熱い心は、沖縄が第二次世界大戦後に焦土と化した

際にも遺憾なく発揮された。戦後、沖縄系二世米兵の「沖縄レポート」などにより故郷の惨状

を知ったウチナーンチュたちは、沖縄救済のために立ち上がり、様々な団体が結成されて復興

活動に尽力したのである。口火を切ったのはハワイで、すでにコミュニティとしての基盤を固

めつつあったウチナーンチュたちは、凄まじいばかりのパワーを結集して、故郷への物心両面

での支援を行ったのである。この「ハワイの沖縄救済運動のニュースは、たちまち伝わって、

全米１２か所、それにメキシコ、ペルー、ブラジル、カナダ、アルゼンチンと、アメリカ大陸

のいたるところ、すなわちウチナーンチュ移民のいるいたるところで救済運動が起きた」’6】

のである。それは、様々な生活物資を故郷へ送る大きなうねりとなり、戦後沖縄の復興を根底

から支えた、国境を越えた壮大なプロジェクトだったといっていいだろう。

沖縄における社会変化のなかで移民の記憶が希薄化し、世代交代も進む県民と「ルーツ」を

想う海外のウチナーンチュたちとの間に心の温度差も見られるようになった２１世紀の初頭、

それぞれのコミュニティが移民百周年を迎えつつあるときに、一方では、ディアスポラの記憶

を現代に継承するためのあらたな試みとプロジェクトが生まれつつある。トランスナショナル

なネットワーク運動としてのＷＵＢ（ワールドワイド・ウチナーンチュ・ビジネス・アソシエ

ーション）１７)や世界のウチナーンチユ会議１８）などもその代表的な例として挙げられようが、

若者を含めて広く県民に「歴史の記憶」を覚醒させる力を持つと思われる、移民県沖縄にふさ

わしい画期的な活動を次に見てみよう。

（２）記憶再生のあらたな試み：海から豚がやってきた１１

２００４年７月３日、筆者は那覇市民会館大ホールで－つの感動的な舞台演出を見る機会があ

った。ミュージカル「海から豚がやってきた１１（太平洋を渡った５５０頭の豚と７人の勇士の

物語)」のハワイ公演凱旋公演である。具志川市民芸術劇場から取り寄せた『参考資料』による

と、具志川市によるその企画の趣旨や内容、公演の反響は次のようなものである。

ａ企画の内容と背景

ミュージカル「海から豚がやってきた」は、平成１２年から３年にわたって具志川市が実施

した文化庁とのモデル事業「具志川市文化のまちづくり事業」の集大成として製作したオリジ

ナルミュージカルである。太平洋戦争で壊滅的な被害を受けた沖縄を救おうと、ハワイのウチ

ナーンチュたちが米国の軍用船で５５０頭の豚を沖縄へ送ったという史実をもとに、市が独自に

企画して、脚本づくりから音楽、演出、キャストまでを地元にこだわって製作された手づくり

の音楽劇である。市が取り組んだ背景には、豚輸送の立役者７人のうち安慶名、上江州両氏や

当時豚の受け入れに尽力した志喜屋孝信初代沖縄県知事も具志川市出身だったこと。それに加
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え具志川市は戦前からの養豚王国で、寄贈された豚の飼育経験者も多く、豚との縁は深い。

ｂ・趣旨と意義

豚輸送の史実は、県内はもとよりハワイでもすでに民話化しており、かろうじて話を伝える

老人たちでさえ当時の関係者は少なく、伝え聞きと言う状況のなかで、「戦後の沖縄を救った」

忘れてはならない史実を形に残し後世に伝えるために企画された。県内で４公演を行ったが、

最大の目的はハワイ公演で沖縄県民の感謝の気持ちをミュージカルで伝えるというものであっ

た。５５年前に沖縄県民が受けた恩恵にたいする謝恩公演でもあるため、当時豚の輸送にかかわ

った人々の孫や曾孫たちが沖縄側のキャストと共演することも、趣旨を伝える不可欠な要素と

して意識的に取り入れられた。

ｃ､伝えられる史実と「ウチナーンチュ」の再麗識

すさまじい戦火によって多くの人々が命を失った戦後の沖縄では、歴史を伝える文物も失わ

れ、ウチナーンチユの食を支えてきた豚も１４万頭から２千頭まで激減し、食臘難に拍車をかけ

ていた。５０万人あまりの沖縄の人々がまさに難民と化したような状況であった。

そんな沖縄の惨状を知ったハワイの沖縄出身者たちは「布珪連合沖縄救済会」を立ち上げ、

募金活動やチャリティー公演を行い､集まった５万ドルで豚５５０頭を購入した｡豚の輸送には、

時の元帥マッカーサーに粘り強い要請の末許可を得、米陸軍のジョン・オーウェン号が使われ

た。

１９４８年８月３１日、オーウエン号はアメリカ西海岸ポートランドを出港するが、２日後には

嵐のために豚小屋が全壊したために－度は引き返す。迅速な補修の後９月４日に再び出港をす

るも､途中､幾度となく襲ってくる嵐や太平洋上に浮遊する１日日本軍の機雷などで大幅に遅れ、

９月２７日、なんとか勝連町ホワイトビーチに到着。浜は、出迎えに来た大勢のウチナーンチュ

で埋め尽くされていた。届けられた豚は県内すべての市町村に配分され、県民が等しく恩恵を

受けることができた。こうして当時絶滅に近い状態だった黒豚に代わって、わずか３年後には

白豚が１０万頭にまで増え、沖縄復興の礎となった。豚は、沖縄の気候風土に適した大きくて脂

身の多い多産系の優良品種が選定され、輸送に際しては、繁殖率の計算式を示し、人々に広く

分配する方法まで添えて届けたという。それは一時的な食料提供ではなく、綿密な計画のもと

に沖縄が自立するための「釣り竿」を贈ったことを意味する。７人の立役者をはじめとする救

済会の面々は、「自慢話をするためにやったことではないのだから、豚を無事沖縄に送り届けた

ら忘れてしまおう」と話し合ったという。

舞台のストーリーを追ううちに、我々はまさにドラマチックなまでに胸を打つ史実と、沖縄

の心の最も美しい部分を知らされる。海外のウチナーンチュの郷土を想う熱い心は、代償も名

誉も求めない命がけの行動となって、まさに沖縄の人々の命を救ったのである。

。公演の反響と波及効果

ハワイ公演は２００４年４月３０日、ニールＳプレジデルコンサートホールで実施された。会場

を埋めた人の県関係者は、ハワイと沖縄を結ぶ真実のドラマに感動し、スタンディングオベー
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ションの拍手が鳴りやまなかった｡現地のメディアでも取り上げられ､予想以上の反響があり、

ロサンゼルスの県人会や南米からも公演の要請があるという。主催者側も、「このような試みが

繰り返されるなかで、ハワイの沖縄県人の救済活動に焦点があてられ、繰り返し検証され、そ

の意義と功績が沖縄の歴史のなかに定着することを祈りたい」と結んでいる。

この実話を世間に知らしめることに貢献したノンフィクション作家の下嶋哲朗の著書『豚と

沖縄独立』を読むと、沖縄に豚を送るということが、古くからの経済基盤である「畜産業」の

振興に「農業｣、さらには「豆腐製造業」や「泡盛製造業」との循環'9）をも視野に入れた、沖

縄の生活文化を熟知した人々の英知を結集した壮大なプロジェクトであったということがよく

理解できる。沖縄の食文化を語る上で欠くことのできない豚の飼育は、すでに琉球王国の時代

から奨励され、中国人との交流においても豚肉が重用されるなど、豚こそが沖縄自立（独立）

の要だったというわけである。沖縄の人々の生活がいかに豚と密着していたかは、もともと豚

小屋を意味する「プール」が人々の便所としても共用されていたことにも象徴されている。沖

縄の民衆文化ともいうべき「ウァーカルチャー」（豚文化）からアイデンティティに至るまで、

深く考えさせられ再認識させられる物語である。

豚を好んで食し、各家庭で屠畜を行なうこと日本では偏見の対象にもなったが、それがその

まま日系移民社会にも持ち込まれて沖縄系の人々は差別された２０〕。しかし皮肉にも、ハワイに

移民した沖縄の人々は養豚業で大成功し、その経済力と経験が還流するようにして故郷を救っ

たというのは、なんとドラマチックでデイアスボリックな話であろうか。下嶋は、沖縄の人々

をめぐる豚と移民について、次のように感慨を述べている２１)。

沖縄系移民の、故郷への愛着はなみはずれて強い。すでに関係が希薄のはずの三世、

四世でさえも、沖縄にまるで夢中だ。そうした姿を見ているとつくづく、ウチナー

ンチュは時空を超えて永遠に、ウチナーンチュなのだと思う。そういうかれらだか

ら「あなたの村から豚が消えた！」などと言われたオアズカワイ、モロカイ、ラ

ナイ、マウイ、ハワイ等ハワイ各島のウチナーンチュは、うろたえて寄付集めに走

り回った。

（３）子弟たちの移民追体験：當山久三を追って

グローバル化がますます進展すると思われる次世代を担う若者たちに郷土の移民の歴史を継

承し、沖縄らしい異文化交流を体験させる画期的な試みは、もちろんこのミュージカルだけで

はない。筆者がもう一つ代表的なものを挙げるとすれば、移民の父と称される當山久三の出身

地である金武町の「金武町移民体験航海事業」である。これは、當山の故郷でもあり、多数の

移民を送り出した地域として知られる金武町の移住百周年記念事業として､｢偉大なる第一歩を

しるした第一回ハワイ移民の航海を追体験させると共に、沖縄県と移住者の一世紀の歴史をた

どりながら先駆者達が築き上げた功績を顕彰する」２２）との趣旨で行われた。町内の中・高校生

を中心に、ハワイ在住の児童生徒などを加えた総勢４６９人が募集され、実施に際しては、移民

の歴史を出発点として、国際理解を深めるための沖繩・ハワイ双方の歴史や文化に関する事前
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学習や伝統芸能の発表、コミュニケーション能力を高めるための英会話の練習や船上での団体

生活を通した協調性の実践訓練など、多彩なプログラムを組み入れた画期的なものであった。

報告書に収められた感想文には、参加した中・高校生たちにとって刺激的な感動体験となっ

た様子が連綿と綴られ、その「移民の歴史、国際相互協力のあり方など様々な体験や学習を通

して、人を思いやりいたわる心と友情の大切さを学ばせ、国際感覚豊かな人材を育成する」２３）

との目的が十分に達成されたことを窺わせる。

このように、記念事業的なイベントとして実施されつつも、特に次の次代を担う若者達が参

加しやすい内容にし、広く県民のあいだに波及させることに留意したこの様な企画は、移民県

としての沖縄社会のライフコースを再認識させ、「ディアスポラの記憶」を呼び覚まし継承させ

ていくための効果的な刺激となったと言えるだろう。できれば、それが単発の事業に終わるこ

となく、例えば「ジュニアスタディーツアー」２４)のように、何らかの「記憶の維持装置」とし

て継続されていくことが望まれる。現在の沖縄の人々にとって「移民」は、記憶のかなたに置

き去りにしてしまうには、あまりにも近い過去の重大な出来事なのである。

５．おわりに

本稿は、海外への「雄飛」で知られた沖縄の人々が、移民ブームが去るや数十年を待たずし

てむしろ「出不精」になり、豊かな生活を享受するにつれて身近な移民史への関心すら薄れつ

つある一方で、メディアの活動や全県的な記念事業、そして日系人による出稼ぎなどにより集

団の記憶を覚醒され､それを再評価しようとする県民の意識と活動について論じたものである。

特に、時代の変化に対応して、若者たちに「移民」の記憶を呼び起こそうとする新たな挑戦な

どに着目し、それが県民のあいだに生み出す波及効果と可能性について若干の検証を試みた。

かつて移民が社会現象になった結果、海外にウチナーンチュ・コミュニティを出現させてい

く「沖縄ディアスポラ」の生成過程は、異文化のなかで時に過酷で苦難に満ちた道のりではあ

ったが、ウチナーンチュたちが不屈の精神と適応力にユイマール精神を発揮して助け合い、さ

らには２０世紀沖縄とりわけ戦後復興の担い手ともなった物語は、確かにドラマチックなまで

に胸を打つものがある。しかしながら、沖縄の人々に対するそのような再認識の作業は、それ

が単に「万国津梁の民」の延長線上にある「国際性」や「イチャリバチョーデーの心」という

ナラティプを追認し、「世界のウチナーンチュ」の含意するナルシステイックなイメージを過度

に強調した言説に回収されるだけに終わってはならないのではないだろうか。沖縄がデイアス

ポラの「ホスト社会」にすらなった今日において我々が目指すべきものは、その固有の経験か

ら普遍的な状況を想起する思考力を鍛えることであり、ひいては異文化に向けられるまなざし

に資する可能性を模索するものでなければならない。

沖縄のデイアスポラに関する論考を集めた著作ＯＡｍａｗａ〃DjaspoJⅥHのなかで、ロバート・

アラカキは、様々なデイアスポラを比較研究する必要性と、普遍化の可能性について次のよう

に提起している２６)。

沖縄の人々の状況は、二重のディアスポラにおける二重のマイノリティであるとい
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うことにおいて特異である。したがって、沖縄のディアスポラをよく理解すること

は他のディアスポラ状況への理解を深めるためのポテンシャルなのである

沖縄が移民の養分によって養われた時代があった。移民は、それなしには今の沖縄がありえ

なかった何物かであると言っていいだろう。グローバル化やボーダレス化がますます進展し、

他のエスニックグループとの接触も日常的な情景へと変化するなか、沖縄の人々が、自らもか

つてディアスポラの状況でこそ「生き延びた」時代があったことを、深く記憶に留めておく意

義は小さくない。

注

】）沖純からの移民は、徴兵忌避やソテツ地獄に象徴される生活苦、また戦争による社会基盤の

破壊などにより不本意ながら余儀なくされた人々が少なくなかった、また政策的に導かれた

と言う意味で、それを「棄民」の要素があったとする見方もある。

2)人口移動の面から考えた場合、外国から沖縄への移住者・定住者の方が増えてきた現状を述

べているのであるが、昨今の「沖縄ブーム」などで、本土からの移住者が多くなっているの

も注目すべき状況である。

3)石川友紀「第一章総説」『沖縄県史７移民』（国警刊行会、1989)、１３頁

4)石川友紀「移民を通してみた近代沖縄研究｣『地方史研究』第３５巻４号（地方史研究協議会、

1985)、１９頁

5)沖縄における戦後の移民ブームが１９５０年代後半から６０年代前半にかけて高まりをみせた事

実と符合する当時の様子である。

6)同表は、１９８８年時点での外務省などの統計・調査に基づいて作成されたものだが、人口増加

率などを考慮した石川友紀の最近の試算によれば、現在海外に在住する沖縄系移民は約３４万

人で、全日系人約２５０万人の13.6％に相当するとして、その割合がさらに増加していること

を推定している。

7）”Ybuaresurpri8edtolearnthatmanyOkinawa、sspeaknuentSpani8horPortuguese、

ＩｎｔｈｅｐａｓｔｔｈｅｒｅｗａｓｍｕｃｈｅｍｉｇｒａｔｉｏntoSouthAmericancountries,…”OAmawajySﾉｂｏｆ

Ｓｍ】んs(ＮｅｗＹｏｒｋ:BookmanAs8ociate8,1951)ｂｙＷｉｌｌｉａｍＥ・Jenkin8,Ｐｌｌ（和訳は筆者）

8)琉球新報社編『世界のウチナーンチュ１』（ひるぎ社、１９８６年）６頁

9）当時の日墨協会の会長は村井氏で専務理事が橋本氏。メキシコ沖縄県人会の仲宗根会長に誘

われて参加したときの対話より。

'０)それまでは他の外国人同様、日系人も日本国内での就労は制限されていたが、入管法の改正

により、日系人（三世まで）であることが証明できれば自由に就労できるということで、日

本政府にしては稀有な「歴史的な改正」とも称された。

'1）全国的には、外国人登録者総数における韓国・朝鮮人の割合が最も高いのに対して、沖縄県

では米国人の割合がそれに取って代わり、同様に米軍基地の関係もあってか、フィリピン人

の比率も全国より高めである。
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'2)そのような事情から想定すると、数量的に確定は出来ないが、沖縄県外に在住するブラジル

人のなかには、かなり多くの沖縄系が含まれている。

'3)親族ネットワークが期待したほど機能しなかったことも予想される。

'4)筆者の個人的な知見では、日系ペルー人の帰化率が特に高いと思われるが、その理由や数値

などの検証については別の機会に行いたい。

15)沖縄県立博物館『特別展日系移民一世紀展』（沖縄県立博物館友の会、２０００年）より

16)下嶋哲郎署『豚と沖縄独立』（未来社、１９９８年）１３２頁

'7)世界各地に散在しているウチナーンチュのビジネスマンと連携し、国境を越えたビジネスネ

ットワークの構築と会員相互の研鐵や親善を目的に、１９９７年にハワイで設立された団体。ハ

ワイを皮切りに、北米や東京、沖縄などで世界大会を毎年開催。８回大会を終えた現在、世界

に２１支部、会員は約５００人と着実に増え、その知名度も浸透しつつある。

'８「世界のウチナーンチュ大会」がややお祭り的なものであるのに対して、これは文字通り会

議的な要素を濃くし、開催地を各国に移動しながら、長すぎる「大会」の間を埋めようとの

試みで、やはりハワイ側の提案でスタートした。

'9)当時、沖縄の食生活のもう一方の雄であった甘藷は豚の絶好の餌でもあり、豚の排泄物は畑

を肥やした。豆腐かすのオカラや酒粕も養豚の飼料として活用でき、副業も加えると全ウチ

ナーンチュが養豚に励んだというわけである。

20）「オキナワケンケン・プタカウカウ」という侮蔑用語は、移民社会では－世のみならず二世

の誰もが覚えている。

21）下嶋哲郎署『豚と沖縄独立』（未来社、１９９８年）１４６頁

22)金武町役場『金武町移民体験航海事業報告書』（2001年）１９頁

23）同、２２頁

24）「海外県系人子弟を沖縄県に招待し、県内外の児童生徒とともに、沖縄の歴史、文化、自然

などの体験学習をとおして、母県・沖縄との絆を深めることにより、県系人社会の発展とウ

チナーネットワークを担う次世代の人材育成に貢献する｡」との目的を掲げ、２００１年の「第三

回世界のウチナーンチュ大会」のプレイベントとして実施された県主催の事業。世代交代が

進む海外県系人社会の若い年齢層にウチナーンチュアイデンティティの継承が図られる一方

で、県内の児童生徒が、海外の若い世代との交流の中で国際的視野を広げる効果を持つとの

評価を受け、２００２年から新規の事業となり、毎年実施されている。一週間という短い期間で

はあるが、毎年数十名の県系人子弟が多国間で交流する意義は大きい。

25池…,thesituationoftheOkinawan8i8uniqueinthattheyareadoubleminoritywithina

doublediaspora・AbetterunderstandingoftheOkinawandiasporatherefbrehasthe

potentialfbrenrichingourunderBtandingofotherdiasporicnows.”“Theorizingonthe

OkinawanDiaspora”ｂｙＲｏｂｅｒｔＫ・Arakaki，ＯｋｍａPvmTDjaaPom(UniversityofHawai,I

Pres8,2002)editedbyRonaldYbNakaBone:Ｐ４１（日本語訳は筆者）

(きんじようひろゆき。法文学部助教授・スペイン文学）
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